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第
二
十
六
代
病
院
長
と
し
て
着
任
し
た
大
鹿
陸
将
で
す
。
酷
暑
の
東
京
か
ら
す
で
に

秋
の
に
お
い
す
ら
感
じ
る
こ
の
札
幌
に
着
い
て
、
非
常
に
清
々
し
く
晴
れ
晴
れ
と
し
た

気
持
ち
で
着
任
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。 

 
 

旧
自
衛
隊
札
幌
病
院
近
く
の
天
神
山
緑
地
に
平
岸
林
檎
園
記
念
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
一
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
「
石
狩
の 

都
の
外
の 

君
が
家 

林
檎
の

花
の 

散
り
て
や
あ
ら
む
」
と
い
う
石
川
啄
木
の
詩
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
開
院
当
時

の
自
衛
隊
札
幌
病
院
（
当
時
は
陸
上
自
衛
隊
札
幌
地
区
病
院
）
を
写
し
た
航
空
写
真
を

見
る
と
、
啄
木
の
詩
に
あ
る
と
お
り
一
面
林
檎
園
の
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
は
流
れ
林
檎
園
は
姿
を
消
し
、
住
宅･

ビ
ル
な
ど
の
都
市
の
景
観
へ
と
姿
を
変
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
十
年
に
豊
平
の
地
で
開
院
し
た
当
院
も
、
約
六
十
年
の
歴
史

を
刻
み
、
平
成
二
十
七
年
真
駒
内
に
移
駐
し
新
病
院
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
四
年
に
副
院
長
を
下
番
し
て
以
来
六
年
ぶ
り
に
札
幌
病
院
へ
戻
っ
て
き
て

真
新
し
い
立
派
な
新
病
院
に
感
動
す
る
と
同
時
に
、
勤
務
員
た
ち
も
何
か
活
き
活
き
と

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ピ
カ
ピ
カ
の
新
病
院
で
働
け
る
こ
と
に
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
が
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
真
駒
内
の
地
に
お
い
て
新
た
な
歴
史
の
第
二

幕
を
描
き
始
め
る
と
い
う
高
揚
感
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

「
不
易
流
行
」
と
は
松
尾
芭
蕉
が
説
い
た
俳
諧
の
理
念
で
、
「
不
易
」
は
詩
の
基
本

で
あ
る
永
遠
性
、
「
流
行
」
は
そ
の
時
々
の
新
風
の
体
を
現
し
ま
す
。
永
遠
性
も
新
風

も
根
本
に
お
い
て
は
一
つ
で
あ
る
と
い
う
の
が
本
来
の
意
味
で
す
。
営
々
と
築
き
上
げ

て
き
た
病
院
と
し
て
の
歴
史
に
、
不
断
の
変
貌
を
重
ね
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
切
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。
当
院
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
心
の
通
う
信
頼
さ
れ
る
病
院
」
の
も

と
、
安
全
か
つ
良
質
な
医
療
の
提
供
、
病
院
機
能
の
総
合
発
揮
に
よ
る
診
療
の
継
続
、

方
面
衛
生
の
中
核
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
即
応
し
能
力
発
揮
に
寄
与
、
診
療
と
一
体

化
し
た
健
康
管
理
に
よ
る
健
全
な
隊
員
の
育
成
、
地
域
医
療
機
関
と
密
接
に
連
携
し
地

域
の
医
療
に
貢
献
、
教
育･

研
究
機
関
と
し
て
医
療
技
術
者
の
知
識･

技
能
の
向
上
を
基

本
方
針
と
す
る
と
こ
ろ
は
「
不
易
」
で
す
。
新
病
院
と
な
り
、
地
域
の
救
急
輪
番
制
に

も
加
わ
り
、
来
年
度
か
ら
は
精
神
科
救
急
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
様
々
な
症
例
を
経
験

し
病
院
と
し
て
の
機
能
を
向
上
さ
せ
て
い
く
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
歴

史
を
刻
ん
で
い
け
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 
 

明
治
の
開
墾
時
代
か
ら
す
れ
ば
、
景
観
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、
常
に
先
進
性

の
あ
る
開
墾
魂
は
変
わ
ら
ず
存
在
し
ま
す
。
旧
病
院
と
は
場
所
も
建
物
も
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
が
、
我
々
の
本
質
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
北
部
方
面
隊
の
衛
生
の
要
で
あ
る
と

同
時
に
、
地
域
医
療
に
も
貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
事
実
も
同
じ
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
日
々
精
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
長
し
、
病
院
全
体
と
し
て
の
機
能

向
上
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
「
一
人
ひ
と
り
が
札
幌
病
院
」
と
い
う

当
事
者
意
識
を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に
邁
進
し
ま
し
ょ
う
。 
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
に
入
っ
て
最
悪
の
豪
雨
災
害
と
な
っ
た
、
西
日
本
を
襲
っ
た
記
録
的
豪
雨
。 

１
９
９
３
年
７
月
、
北
海
道
南
西
沖
地
震
発
生
。
あ
の
日
か
ら
２
５
年
に
な
る
。
自
衛
隊
札
幌

病
院
か
ら
陸
上
自
衛
隊
初
の
衛
生
支
援
で
奥
尻
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
ヘ
リ
か
ら
降
り
立
っ

た
時
、
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
津
波
と
火
災
に
よ
る
壊
滅
的
被
害
だ
っ
た
。
黙
祷
。 

「ま
さ
か
・・・」と
い
う
よ
う
な
事
象
が
、
現
実
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

改
め
て
、
“想
定
越
え
の
危
機
管
理
”の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。 

防
衛
省
・自
衛
隊
に
お
い
て
は
、
日
報
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
、
マ
ス
コ
ミ
に
自
衛
隊
が
批
判

さ
れ
ま
し
た
が
自
衛
隊
及
び
自
衛
官
は
批
判
を
受
け
る
よ
う
な
組
織
で
は
な
い
は
ず
で
す
。 

 

国
会
で
の
、
国
民
を
無
視
し
た
党
利
党
略
ば
か
り
を
優
先
し
た
議
論
は
健
全
で
あ
る
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
の
代
表
で
あ
る
国
会
議
員
は
、
国
家
的
な
お
か
つ
国
際
的
な
広
い
視

野
で
、
危
機
意
識
を
持
っ
て
、
建
設
的
な
議
論
が
必
要
で
す
。
も
と
よ
り
、
国
民
の
態
度
と
政

治
家
の
質
も
ま
た
問
わ
れ
ま
す
。 

 

自
衛
隊
は
、
ま
さ
し
く
今
、
国
防
・国
際
支
援
活
動
・
災
害
派
遣
等
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
す
。 

 

そ
し
て
、
よ
り
実
戦
的
な
組
織
改
編
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
自
衛
隊
札
幌
病

院
は
機
能
的
に
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
同
時
に
、
豊
友
会
も
、
そ
れ
に

応
じ
た
役
割
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

豊
友
会
は
、
自
衛
隊
札
幌
病
院
の
唯
一
の
支
援
組
織
で
あ
り
、
Ｏ
Ｂ
は
も
ち
ろ
ん
病
院
職

員
に
と
っ
て
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
豊
友
会
は
、
多
く
の

人
に
参
加
し
て
頂
き
、
会
員
並
び
に
現
役
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
見
を
大
切
に
す
る
自
由

で
民
主
的
な
組
織
で
あ
る
べ
き
で
す
。
現
役
と
Ｏ
Ｂ
が
同
じ
目
的
の
下
に
心
を
一
つ
に
し
て
こ

そ
、
お
互
い
の
任
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
衛
隊
札
幌
病
院
の

勤
務
経
験
者
に
は
、
現
役
を
退
く
時
、
是
非
と
も
入
会
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
中
、
病
院
職
員
の
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
に
は
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

最
近
の
豊
友
会
総
会
に
お
い
て
会
員
の
皆
様
の
活
発
な
ご
意
見
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
に
は
忌
憚
の
な
い
意
見
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

梅
雨
明
け
の
暑
さ
が
被
災
地
を
襲
っ
て
い
ま
す
。
雨
か
ら
逃
れ
、
眠
れ
な
い
夜
を
過
ご
し
た

人
た
ち
の
体
調
が
心
配
に
な
り
ま
す
。 

 

睡
眠
不
足
で
朝
食
を
抜
く
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
朝
食
を
抜
く
と
、
脳
と
体
の
「
体
内
時

計
」に
ズ
レ
が
生
じ
て
、
体
の
中
で
時
差
ぼ
け
が
起
こ
る
そ
う
で
す
。
体
内
時
計
の
狂
い
は
、
時

間
軸
を
調
整
で
き
ず
に
、
糖
尿
病
・睡
眠
障
害
・う
つ
病
・ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
・が
ん
等
の
病
気

に
も
繋
が
る
こ
と
が
解
っ
て
き
ま
し
た
。
体
内
時
計
を
意
識
し
た
食
生
活
は
、
健
康
管
理
に

も
重
要
で
す
。
「朝
４
：昼
３
：夕
３
」が
理
想
の
食
事
量
。 

し
っ
か
り
朝
食
を
摂
っ
て
、
皆
様
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

（2） 平成30年 8月 （第62号） 

自衛隊札幌病院 

Ｈ３０春の異動「転入者」 

所 属 階級等 氏 名 転 出 先 

診療科 １佐 蝶野 元希 北部方面衛生隊 

准 看 ３佐 茂田 照子 防衛医科大学校 

衛資部 １尉 堀場 信秀 補給統制本部 

総務部 １尉 中野﨑美智子 自衛隊中央病院 

看護部 １尉 目黒 愛美 第１１旅団司令部 

看護部 １尉 佐藤 美也子 北部方面衛生隊 

看護部 １尉 山下  司 自衛隊別府病院 

看護部 １尉 松本 真弓 第５旅団司令部 

看護部 ２尉 川端 絵里奈 自衛隊仙台病院 

看護部 ２尉 山口  渚 自衛隊中央病院 

看護部 ２尉 髙良 憲彰 西部方面後方支援隊 

看護部 ３尉 後藤 綾美 北部方面衛生隊 

看護部 ３尉 石田 晴香 第２後方支援連隊 

看護部 ３尉 遠藤 かえで 第５後方支援隊 

看護部 ３尉 松村 裕介 第１１後方支援隊 

企画室 曹長 川上 猛彦 北海道補給処 

看護部 １曹 兵頭  昇 北部方面衛生隊 

准 看 ２曹 松浦 健太 第１後方支援連隊 

総務部 ２曹 瀧澤 大作 北部方面後方支援隊 

総務部 行(-)4 坂上  敦 帯広地方協力本部 

企画室 行(-)3 福田 由美子 北海道防衛局 

企画室 行(-)3 田代 昭夫 北部方面通信群 

総務部 行(-)3 保木本 裕 防衛省情報本部 

総務部 行(-)3 秋田谷 良子 北海道補給処 

総務部 行(-)2 田畑 賢一 北海道補給処 

転入先 階級等 氏 名 元 勤 務 

総務部 １佐 中村宗一郎 第８高射特科群 

診療科 ２佐 永井 礼子 幹部学校 

総務部 ３佐 齋藤 幸造 北部方面航空管制気象隊 

准 看 ３佐 蓑手 博恵 自衛隊中央病院 

総務部 １尉 米川 麻美 第１１旅団司令部 

看護部 １尉 澤谷 由美子 北部方面衛生隊 

総務部 １尉 櫻庭 剛志 北部方面総監部 

看護部 １尉 中川 泰子 北部方面衛生隊 

衛資部 １尉 今野  優 自衛隊阪神病院 

看護部 １尉 平  政紘 自衛隊福岡病院 

看護部 １尉 皆川 沙耶香 第５旅団司令部 

看護部 ２尉 田村 尚子 自衛隊中央病院 

看護部 ２尉 森山 亜沙美 自衛隊仙台病院 

看護部 ２尉 山本 昌宏 第５後方支援隊 

看護部 ２尉 白幡 真之 第１１後方支援隊 

看護部 ２尉 福永 吏紗 第２後方支援連隊 

総務部 准尉 吉野 悟司 真駒内駐屯地業務隊 

企画室 准尉 石坂 岳士 第２高射特科大隊 

看護部 准尉 柴田 正則 真駒内駐屯地業務隊 

衛資部 准尉 成田 一郎 札幌地方協力本部 

診技部 １曹 松隈  武 第７後方支援連隊 

総務部 １曹 八巻  浩 第７師団司令部付隊 

看護部 １曹 菅野  聖 第１１戦車大隊 

総務部 ２曹 千葉 弘幸 北部方面後方支援隊 

診技部 ２曹 宮沢 幸司 対特殊武器衛生隊 

Ｈ３０夏の異動「転入者」 

転入先 階級等 氏 名 元 勤 務 

陸将 大鹿 芳郎 自衛隊中央病院 

将補 菊池 勇一 陸上幕僚監部 

診技部 ２佐 松下   修 自衛隊中央病院 

看護部 ３佐 田中 法子 衛生学校 

衛資部 ３佐 中村 絵美 対特殊武器衛生隊 

看護部 １尉 岩宗 由美子 札幌駐屯地業務隊 

看護部 １尉 野﨑 かおり 第７師団司令部 

診療科 １尉 安部 紘生 衛生学校付 

診療科 １尉 谷口 健太 衛生学校付 

診療科 １尉 伊東  傑 衛生学校付 

診療科 １尉 夏山 貴博 衛生学校付 

診療科 １尉 山城  葵 衛生学校付 

診療科 １尉 山城 利文 衛生学校付 

診療科 １尉 寺島 早人 衛生学校付 

診療科 １尉 吉井 優太 衛生学校付 

看護部 １尉 横井 美奈 北部方面衛生隊 

衛資部 １尉 伊藤 頼親 第４後方支援連隊 

診療科 ２尉 今田 大介 第１１後方支援隊 

診療科 ２尉 宇佐美 龍太 北部方面衛生隊 

診療科 ２尉 川井 まりえ 北部方面衛生隊 

診療科 ２尉 峯岸 聖月 北部方面衛生隊 

診療科 ２尉 森  庄平 北部方面衛生隊 

所 属 階級等 氏 名 転 出 先 

陸将 上部 泰秀 自衛隊中央病院 

将補 森  知久 自衛隊仙台病院 

診療科 ２佐 中谷  創 自衛隊中央病院 

診技部 ３佐 田平 秀隆 自衛隊中央病院 

診療科 ３佐 平川 由佳 自衛隊阪神病院 

看護部 ３佐 小田 智美 自衛隊中央病院 

看護部 １尉 桒原 みどり 自衛隊中央病院 

看護部 １尉 村上 芳美 北海道補給処 

看護部 １尉 加藤 明美 丘珠駐屯地業務隊 

看護部 １尉 石出 祥子 第７師団司令部 

衛資部 １尉 森本 匡博 関西補給処 

診療科 １尉 坪井 秀之 衛生学校付 

診療科 １尉 堀  達彦 衛生学校付 

看護部 １尉 江口  唯 北部方面衛生隊 

看護部 １尉 工藤 晶子 北部方面衛生隊 

看護部 ２尉 征矢野 亜弓 自衛隊中央病院 

看護部 ２尉 石濱 玲衣 自衛隊阪神病院 

看護部 ３尉 森山 美希 第１１後方支援隊 

看護部 曹長 佐藤 浩三 倶知安駐屯地業務隊 

看護部 曹長 岡島 浩徳 第１１飛行隊 

総務部 曹長 岩井  朗 自衛隊中央病院 

総務部 １曹 小林 修司 北海道補給処 

転入先 階級等 氏 名 元 勤 務 

診療科 ２尉 古田 誉之 北部方面衛生隊 

看護部 ２尉 宮沢 佳奈 自衛隊中央病院 

看護部 ２尉 渡邊 里衣 自衛隊富士病院 

総務部 ２尉 石黒 啓祐 第３７５会計隊 

看護部 ２尉 小野寺めぐみ 北部方面衛生隊 

看護部 ２尉 菅野 愛梨 第１１後方支援隊 

看護部 曹長 柿原  淳 北部方面衛生隊 

総務部 ２曹 寺尾 伸幸 第１１後方支援隊 

衛資部 ２曹 伊藤 由香利 北海道補給処 

衛資部 ２曹 山内  明 第１１飛行隊 

総務部 ２曹 粕加屋 勇気 北海道補給処 

総務部 ２曹 遠藤 孝弘 第７施設大隊 

診療科 ３曹 境  啓介 第２後方支援連隊 

Ｈ３０春の異動「転出者」 

Ｈ３０夏の異動「転出者」 

転入先 階級等 氏 名 元 勤 務 

衛資部 ２曹 髙橋  大 第１高射特科群 

診技部 ２曹 二瓶 直人 遠軽駐屯地業務隊 

看護部 ２曹 川崎 幸司 北部方面衛生隊 

看護部 ３曹 白梅 弘樹 第３普通科連隊 

総務部 行(-)4 牧下  潤 防衛装備庁 

総務部 行(-)3 切手 政和 北海道補給処 

総務部 行(-)2 嶋守 真奈美 真駒内駐屯地業務隊 

企画室 行(-)1 藤井 貴公 北海道補給処 

総務部 行(-)3 渡邉  繁 旭川駐屯地業務隊 

２月及び６月 

衛資部 ２尉 安積 彩花 自衛隊中央病院付 

診療科 ２尉 屋式 一輝 衛生学校付 

診療科 ２尉 亀山 拓永 衛生学校付 

診療科 ２尉 伊藤 花菜 衛生学校付 

診療科 ２尉 伊藤  翼 衛生学校付 

所属 階級等 氏 名 転 出 先 

診技部 １曹 吉田 奈津恵 南恵庭駐屯地業務隊 

総務部 １曹 菅原  誠 北海道補給処 

衛資部 ２曹 石橋 洋一 北部方面衛生隊 

診療科 ２曹 掛村 和也 自衛隊中央病院 

衛資部 ２曹 清水 伸市郎 第１１後方支援隊 

金丸勝利氏(1/28 管理課)、坂本和代氏(2/2 看護部)、本多昌子氏(2/19 医療安全評価官

付)、福島勉氏(3/7 研究検査課)、土屋悦宏氏(3/21 研究検査課)、中島要二氏(4/5 放射

線技術課)、倉谷和昭氏(6/17 衛生資材課)、菅原毅氏(7/4 医事課)、野田幸一氏(7/8 研

究検査課)、河野孝介氏(8/1 看護部)、落合斉二氏(8/31 看護部) 

祝ご退官 

(H30.1号以降) 
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自衛隊札幌病院 

 ８月１日付で陸上幕僚監部衛生部企画室長から副院長兼ねて企画室長に着任

しました。 

 北海道勤務は３回目になります。平成２７年８月から２年間は北部方面総監

部医務官として勤務しており、皆様にはその時からお世話になっております。 

 札幌病院は道内で唯一の自衛隊病院であり、診療や健康管理のみならず、教

育訓練や地域連携等、その役割は広範囲にわたります。 

 陸幕で勤務していても自衛隊衛生の注目度が増し、自衛隊内外を問わずニー

ズが高まっていることを実感しました。 

 札幌病院での勤務は初めてですが、皆様の期待に応えるべく、大鹿病院長を

核心として職員一丸となって機能の向上に努めてまいりますので、ご指導ご鞭

撻のほどよろしくお願い申し上げます。 

将補 

菊池 勇一 

１佐 

中村宗一郎 

 

自
衛
隊
札
幌
病
院
は
、
北
部
方
面
総
監
部
医
務
官
及
び

北
部
方
面
衛
生
隊
長
を
陪
列
者
に
迎
え
、
平
成
３
０
年
８

月
２
日
（
木
）
病
院
長
着
任
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。 

 

大
鹿
病
院
長
は
、
着
任
に
あ
た
り
、
病
院
の
“
果
た
す

べ
き
役
割
“
に
照
ら
し
開
院
以
来
積
み
重
ね
た
実
績
と
備

え
て
き
た
実
力
を
更
に
高
め
、
そ
の
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
態
勢
を
構
築
す
る
た
め
、
「
病
院
機
能
の
向
上

と
最
大
限
発
揮
」
を
統
率
方
針
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
要
望
事
項
に
「
や
る
べ
き
こ
と
を
や
れ
」
を
掲

げ
、
勤
務
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
来
院
し
た
方
々
を
大
切
に

思
い
、
病
院
の
任
務
全
て
に
関
心
を
持
ち
“
何
か
自
分
に

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
”
を
常
に
考
え
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
積
極
的
に
関
与
す
る
と
と
も
に
、
全
員

の
力
を
合
わ
せ
て
本
院
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
よ
う
と
述

べ
ま
し
た
。 

第２６代病院長 大鹿陸将 

 ３月２３日付で中部方面隊の第８高射特科群長兼ねて青野原駐屯地司令より

着任しました。 

 北部方面総監部で訓練幹部として２年間勤務して以来１３年ぶりの札幌勤務

となりますが、自衛隊中央病院に次ぐ中核型基幹病院として位置づけられてい

る自衛隊札幌病院で勤務できることは大きな喜びです。 

 総務部は、総務課、会計課、管理課、医事課、健康管理課の５課により編成

され、幅広い業務を所掌しておりますが、「心の通う信頼される病院」の実現

のため、微力ながら院務運営基盤の充実などに取り組んでまいりますので、倍

旧の御支援・御協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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幹部基礎（看護師）課程履修前教育 

初級陸曹特技課程「准看護師」行進訓練 

自衛隊札幌病院 

 第４３期学生は行程の最後で担架搬送

を実施し、第４２期学生は行進間、敵を
意識した交差点・カーブの通過要領及び
敵兵・敵車両への対処要領について演練
するとともに、ハイポート行進で辿り着
いたすすき台にて小銃分隊による攻撃を
行って、目標を奪取し、無事に訓練の目
的を達成しました。 

 なお、第４２期学生は、本訓練で得た
自信と教訓を胸に、第１陸曹教育隊（７
月４日から９月２１日まで）及び女性自

衛官教育隊（７月５日から９月２０日ま
で）に入校中です。 

 自衛隊札幌病院は、准看護学院（学院長 相羽１
佐）第４２期及び第４３期学生に対し、行進能力、
気力・知力・体力及び団結力の向上を図ることを目

的として、６月２２日（金）初級陸曹特技課程「准
看護師」の行進訓練を実施しました。 
 本訓練は、０５００の非常呼集で開始し、学生は
北海道大演習場島松地区岸本台から約２５Ｋｍ先の

同真駒内地区すすき台を目指しました。 

 

自
衛
隊
札
幌
病
院
は
、
五
月
二
十
八
日
（
月
）
か
ら
六
月
一
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
看
護
部
（
部
長 

會
田
一
佐
）
所
属
の
入
校
予

定
者
の
識
能
向
上
を
目
的
と
し
て
、
幹
部
基
礎
（
看
護
師
）
課
程
履

修
前
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
入
校
予
定
者
三
名
は
、
総
務
部
長
（
中
村
一
佐
）
及
び
看
護
部
長

に
よ
る
「
初
級
幹
部
と
し
て
の
心
構
え
」
に
つ
い
て
精
神
教
育
を
受

け
た
後
、
小
銃
分
解
結
合
、
基
本
教
練
、
戦
闘
訓
練
及
び
行
進
訓
練

な
ど
の
基
礎
動
作
を
繰
り
返
し
演
練
し
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
図
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
各
課
目
の
教
官
は
、
昨
年
履
修
前
教
育
に
参
加
し
た
先
輩

看
護
官
が
担
任
し
、
熱
心
に
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
三
名
は
、
六
月
十
五
日
か
ら
八
月
三
日
の
幹
部
候
補
生
学

校
（
久
留
米
）
で
の
課
程
教
育
を
無
事
に
終
え
、
勤
務
復
帰
し
活
躍

し
て
い
ま
す
。 
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〈准看護学院創立〇〇周年記念〉 
 

  

絆 

松倉会員 石川会員 大塚会員 宮下会員 中島会員 

学院長 石川先生 副学院長 大塚氏 

自衛隊札幌病院准看護学院１１期生（盟友会） 
卒後３０周年記念祝賀会 

 平成３０年２月准看１１期生（盟友会）が卒後３０周年記念の祝賀会を開催しました。当時の学
院長（石川会員）、副学院長（大塚会員）、助教（松倉会員）、ご家族を含む２５名（卒業生１７
名）が参加して盛大に実施されました。３０年の歳月を全速力で駆け抜け、それぞれが外見の変化
だけでなく、立派な社会人・自衛官としての３０年を過ごし、この日に集い各人の現況等を紹介し
て、２０代からの「絆」を再確認しました。会の最後には当時流行っていた「青春時代」を全員で
合唱して卒後４０周年で再度集うことを約束して会を閉めました。 
                             文責 会員 松倉富士人（南区） 

家族を含む２５名が参加 

同期全員で 
「青春時代」を大合唱 

仕事の関係で遅れました 

小林総務課長 

 
事務局からの連絡（事務局便り追加） 

 
※ 記念品の希望品は新年会出欠返信はがきに記入していただくようにお願いいたします。 
   該当された方で返信がなかったり、返信があっても無回答の方へは事務局で決めたお品を送  
 付することに決めさせていただきます。 
 
 
 
 
 

 
 

 

① 花：誕生日   
 等希望日に  
 自宅へ送る 
 のみ可能 

 

② ビール・
焼酎用陶
器：会場で
の み贈呈可
能 
発送不可 
（名前等刻    
   印入り） 

③ シャーボ： 
 会場で贈呈  
 及び不参加 
 者へは自宅   
 へ発送（名前 
 等刻印入り） 
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前田隆代様からのお礼状 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

佐伯宮彦様からお礼のお手紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お二人にはそれぞれ、ご希望により 
この記念品をを贈呈いたしました。 
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≪ＳＨＧＣ便り≫ 
〇平成30年SHGCｺﾞﾙﾌｺﾝﾍﾟ開幕 
 平成30年の第１回SHGCが4月29日日曜日に20名の参加 
を得て、また、晴天にも恵まれグレート札幌CCで開催 
されました。 
 田付会長の開会挨拶の後、プレーが開始され、和気 
あいあいの中で真剣なプレーが行われました。 
大会後、コンペルームで表彰式が行われました。 
 結果は、優勝は丹秀夫様(NET68.0 GROSS88)､ 
準優勝が清水進太郎様(NET71.0 GROSS90)でした。 
 

 
〇原惠美さんがホールインワン達成‼💛 
 平成30年6月17日(日)、第3回ゴルフコンペにおいて、シャト 
レーゼ札幌北3番ショートホールにて原惠美さんがホールイン 
ワンを達成されました。ＳＨＧＣの歴史上において初のホール 
インワンでした。 
 原さんは「ゴルフ人生初のことでいまだに興奮しています。」 
とコメントされました。          
                   文責 会員 町田陽信 
※備考 
１ HSGCは、昭和47年から活動しています。 
２ 4月から10月まで月1回開催されています。 
 （年7回） 
３ お問い合わせは、会員 川﨑一人（豊平区）まで 

料理クラブ（レシピ紹介） 会員 大久保敬子（南区） 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン 

達
成
の
原
さ
ん 

<合わせソース> 
ホールトマト缶・・・・・１缶 
コンソメ・・・・・・・・・・・２個 
水・・・・・・・・・・・・・・・100ml 
砂糖・・・・・・・・・・・・・大さじ１ 
ケチャップ・・・・・・・・・大さじ１ 
塩・こしょう・・・・・・・・・適量(味見ながら) 
ローリエの葉・・・・・・・２枚（なくてもOK） 

 

＜材料＞ 

 豚肉（薄切り）・・・・・８枚     
＊肩ロース又は、ロースが使いやすいです 
 キャベツ・・・・・・・２００ｇ 
 人参・・・・・・・・・・１００ｇ 
 しいたけ・・・・・・・・・２個 
 パセリ・・・・・・・・・・・適量（なくてもＯＫ） 
 塩・こしょう・・・・・・・適量 
 薄力粉・・・・・・・・・・大さじ２ 

 オリーブ油・・・・・・・・・大さじ１  

野菜の肉巻きトマトソース煮 

（作り方） 
① キャベツはザク切り、人参・しいたけは太めの細切りし、鍋で一旦軽
く火を通す（家庭ではレンジで３分程度の加熱でもOK） 

② ①の粗熱が取れたら軽く水気を絞り、肉に巻けるくらいの塊（ひと握
り）にまとめる。 

③ 肉を広げ②を包む。 
   ＊野菜が残ったら、⑥煮こむ時に一緒にフライパンに入れる。 
④ バット（平らなもの）に③を並べ、塩・こしょうをふりかけ、薄力粉を肉
全体にまぶす。 

⑤ フライパンにオリーブ油をひき、肉の巻き終わりを下にして中火で
焼く。 

⑥ ⑤に<合わせソース>を入れ、蓋をして１５分程煮込む。味見して塩・
こしょうで調整する。 

⑦ 器に盛りつけて、パセリを添える。 

優
勝
者
丹
さ
ん
の 

コ
メ
ン
ト 

（MEMO） トマト缶はとても便利（もう少しコクが欲しい場合はバターをプラス） 
  ＊合わせトマトソースを活用すれば、何でもトマト煮が簡単にできます。 
     包む野菜も何でもOKです。 

ハンバーグの種を作って煮込んでも美味しいですよ。 
ベーコンで巻いてもOK！ 

もちろんチキンを入れて野菜をソースの中で煮てもGOOD！  
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＜豊友会事務局便り＞ 
１ 事務局長挨拶 
    豊友会会員の皆様におかれましてはお変わりなくお過ごしのことと存じ上げます。 
  毎年異常気象が続き、各地で災害が発生し北海道も例外ではなく気をつけなければなりません。 
    今年度も豊友会としては、昨年度に引き続き事業の継続を図っております。会員のためになるよ  
 うな事業内容を継続できるように計画・実行を図って参りますので今後とも宜しくお願いします。 
      平成２９年度北部防衛衛生学会懇親会支援を実施（平成30年2月15日）し、平成３０年６月９日   
 には豊友会主催で自衛隊札幌病院創立記念祝賀会と豊友会の懇親会を盛大に開催することが  
 出来たことを皆様に感謝申しあげます。 
２ 平成３０年度定期総会・役員会等 
（１）   平成３０年度役員会 
      平成３０年４月１５日（土）１０名の役員の参加を得て自衛隊札幌病院 
  議室にて、平成３０年度豊友会役員会を開催しました。例年どおり前年 
  度事業報告・収支決算報告及び今年度の事業計画・予算計画の審議 
  の他、会則に示す名誉会員の認定を総会へ報告し表彰を実施    
（２） 平成３０年度定期総会  
   ア 日時：平成３０年６月９日（土）１７００～ 
      イ 場所：ホテルライフォート 
      ウ 今回の役員会の内容 
           上記役員会の内容の報告、今年度の事業計画・予算計画の承認 
   を いただき、また長寿の記念品は事前に希望を確認しお花の送付と 
   記念品の贈呈及び送付について報告 
（３） 平成３０年度自衛隊札幌病院創隊祝賀会及び豊友会懇親会 
   ア 日時：平成３０年６月９日（土）１９００～（１８０名参加） 
   イ 場所：ホテルライフォート 
   ウ 慶弔等への対応 
          (ｱ) 叙勲受章者への記念品贈呈 
                前田隆代様（瑞宝双光章）、八柳敬一様（瑞宝双光章）：自宅に発送 
        植月理智子様（瑞宝単光章）会場にて贈呈 
          (ｲ) 長寿者へ記念品贈呈（希望者及び欠席者は花及び記念品を自宅へ送付） 
                  米寿者：髙松光二様､佐伯宮彦様、浦田當子様、戸設武吉郎様 
                  傘寿者：上田保様、山本哲三様、熊倉孝雄様、花本義喜様 
    (ｳ) 自衛隊札幌病院長からの表彰： 松浦紀之様（感謝状） 
      エ 懇親会に先がけて講演会の実施：１８００～(180名参加) 
           「部隊における女性自衛官の活躍」 
            元自衛隊札幌病院衛生資材部、現第10後支連衛生隊長 川崎真知子 様 
３ 新年会及び平成３１年度予定 
（１） 新年会 
    時期： 平成３１年１月１２日（土）予定、 
    場所：ホテルライフォート札幌予定 
（２） 役員会 
     前期：４月、後期：１０月、実施予定 
（３） 豊友新聞の発行 
     年２回（８月・１月発行予定） 
（４） 豊友会入会者：平成２９年度から現時点まで（１３名） 
    奥山孝広様（衛生官）、北野善弘様（他職種）、山野順良様（総務部長）、長舩芳人様（他職種） 
          勝部務様（再入会）、坂本和代様（看護官）、本多昌子様（看護官）、吉田也志守様（他職種） 
          秋山忠裕様（衛生資材）､中島要二様（放射線）､菅原毅様（衛生官）､野田幸一様（臨床検査） 
    福島勉様（臨床検査） 
（５） 平成３１年長寿者記念品贈呈予定者（平成３１年６月贈呈予定） 
    米寿者：轉 光男様、阪本 利明 様、酒向劉三 様、鈴木 本一様、南幸介様（以上5名） 
          傘寿者： 田邊 要幸様（以上１名） 
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